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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月15日(2021.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
非磁性支持体上に強磁性粉末を含む磁性層を有する磁気テープであって、
前記磁性層はサーボパターンを有し、
前記磁気テープの総厚は、１．００μｍ以上６．００μｍ以下であり、
前記磁性層の面内方向について測定される屈折率Ｎｘｙと前記磁性層の厚み方向について
測定される屈折率Ｎｚとの差分の絶対値ΔＮは０．２５以上０．４０以下である磁気テー
プ。
【請求項２】
前記屈折率Ｎｘｙと前記屈折率Ｎｚとの差分、Ｎｘｙ－Ｎｚ、は０．２５以上０．４０以
下である、請求項１に記載の磁気テープ。
【請求項３】
前記非磁性支持体と前記磁性層との間に、非磁性粉末を含む非磁性層を有する、請求項１
または２に記載の磁気テープ。
【請求項４】
前記磁性層と前記非磁性層との合計厚みは０．６０μｍ以下である、請求項３に記載の磁
気テープ。
【請求項５】
前記非磁性支持体の前記磁性層を有する表面側とは反対の表面側に、非磁性粉末を含むバ
ックコート層を有する、請求項１～４のいずれか１項に記載の磁気テープ。
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【請求項６】
前記サーボパターンはタイミングベースサーボパターンである、請求項１～５のいずれか
１項に記載の磁気テープ。
【請求項７】
前記磁気テープの総厚は、１．００μｍ以上５．７０μｍ以下である、請求項１～６のい
ずれか１項に記載の磁気テープ。
【請求項８】
前記磁気テープの総厚は、１．００μｍ以上５．５０μｍ以下である、請求項１～７のい
ずれか１項に記載の磁気テープ。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか１項に記載の磁気テープを含む磁気テープカートリッジ。
【請求項１０】
請求項１～８のいずれか１項に記載の磁気テープと、磁気ヘッドと、を含む磁気テープ装
置。
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